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Komagome area）、「房州」（the Bōshū Peninsula）、「銚子」（Chōshi）、「両国」（the 
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　　The moment the exceedingly white skin of that foreigner made its ap-
pearance in the booth, my attention was fixed upon him. He wore a real 
Japanese yukata, which he took off and threw upon a bench in a bathhouse. 
He then crossed his arms and stood facing the sea. He had nothing on ex-
cept the short drawers which we wore, and this in itself struck me as 
strange.（Kondo, 3‒4）
　　The Westerner, with his extremely pale skin, had already attracted 
my attention when I approached the tea house. He was standing with fold-
ed arms, facing the sea: carelessly thrown down on the stool by his side 
was a Japanese summer dress which he had been wearing. He had on him 
only a pair of drawers such as we were accustomed to wear. I found this 
particularly strange.（McClellan, 3）
　　The Westerner’s marvelously white skin had struck me as soon as I 
came in. He had casually tossed his kimono robe onto the nearby bench 
and then, clad only in a pair of drawers such as we Japanese wear, stood 
gazing out toward the sea, arms folded.













あつた。」（5頁）に stalls on the beach provided drinks and changing roomsと
いう英語表現で対応させている。ちなみに、ここを近藤はbathing-booths on the 







































　　It was one chilly rainy day in November. I, with my wet overcoat, 
passed through the shrine of Konnyakuemma as usual, and walked along 
the narrow slope toward home.（Kondo. 223）　
　　On a cold, rainy day in November, I walked home as usual through 
the grounds of the temple of Konnyaku-Emma and up the narrow lane 
that led to the house.（McClellan. 196） 
　　It was a cold, rainy day in November. Sodden in my overcoat, I made 
my way as usual past the fierce Enma image that stands in Gengaku Tem-











































　　Soon the old year had gone and the new one come. One day the oku-
san said to K that he should bring some of his friends as she was going to 
play poem-cards.（Kondo, 228）
　　The old year came to an end. One day, during the New Year season, 
Okusan said that we all ought to play a game of cards, and asked K if he 
would like to invite a friend to join us.（McClellan, 201）
　　The year ended, and spring came. One day Okusan suggested to K 
that he invite some friends over so we could play the New Year game of 
poem cards.（McKinney, 190）









there were no guests, the gathering was small, and we had a very quiet game















I asked him whether he knew the poems of this game at all.（Kondo, 228）
I said to him, “Don’t you know the Hyakunin Isshu poems?”（McClellan, 
202）
I demanded to know whether he even knew the Hyakunin isshu poems.
（McKinney, 190）
　結果として、マクレランとマッキニーは、ここで取り上げられているのがただ
のカードゲームではなく、日本独自の文化的背景を持った新年特有の遊びである
ことを説明し得ているのである。
6. 評　価
　岡田章子は、マクレラン訳について「M訳が平易さとひきかえに、日本人読
者からみれば情緒が幾分犠牲になっている」が、「シンタックスの点では、M訳
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の方がすぐれている」36としている。これは英語を母語とする翻訳者が日本文学
の翻訳に挑んだ際に必ず直面する問題であろう。その上で、近藤訳とマックレラ
ン訳を比較した結果、次の結論を導いている。
大ざっぱに考えると、莫然としたままの味わいを残しておいた方がよい個所
はK訳がすぐれている場合が多いように思われる。母国語で原文を味わうこ
とができるための強味か、あるいは日本人の情緒のゆえだろうか。逆に、少々
の犠牲を払っても、簡潔さを重視する場合はM訳がよりすぐれている。さ
らに当然のことながら、会話の部分はM訳が自然である。（略）用語選択が
重大な意義をもつ場合、語彙の範囲の広いMがまさることが多い。読者と
して読み易さという点からは、文も短く、比較的口語的表現の多いM訳の
方がよいであろう。37
　斉藤恵子も同じ主旨の評価を次のように述べている。「少くとも、出来上った
英文が、文体の一貫性をもち、英文としての自然さを備えている点では、英語を
母国語とした人の手になるものが、完成度が高いだろう。マクレラン訳はその点
で、近藤訳より有利である。逆に、日本語の正確な理解、『こゝろ』の書かれた
時代の日本人の生活感情、日々の暮らしぶり、家屋の構造や衣生活をつぶさに知
っているという意味からは、近藤訳が優位に立つ」38とある。しかも、近藤訳が
原文のニュアンスを英文で保持しようと懸命である点を十分に認めて、「全体と
して文章の数の変更は少なく、漱石の言葉使いと文構造とに極力忠実であろうと
しているのは、マクレラン訳ではなく近藤訳であり」39、「『こゝろ』が近藤訳によ
って英語圏の世界で読まれることを望」み40、「先生と「私」との緊密な関係に関
わる部分で、原文の意図の把握、それに加えて言外の意をもくみとる敏感さとに
おいて、近藤訳が、切れ味鋭いのみ
4 4
で、硬い石を穿つような確かさをもっている
のに対して、マクレラン訳は、いつもヴェール一枚へだててものをみるような、
原文とのへだたりを感じさせる」41とも書いている。
　確かに原文の意図が正確に把握された上で翻訳がなされているという点におい
36 岡田章子「「こころ」 の英訳をめぐって」前掲、52、54頁。
37 同上、55頁。
38 斉藤恵子「二つのKOKORO」前掲、57頁。
39 同上、59頁。
40 同上、69頁。
41 同上、68頁。
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ては、日本語話者の近藤の訳がより原文に近いかもしれない。日本語を解しない
英米圏の読者は、近藤訳を補助資料としつつ、マクレランやマッキニーの翻訳に
接すれば、より正確な理解が得られるであろう。
　では、英語を母語とするマクレランとマッキニーとに対しては、どのような評
価を下せばよいのであろうか。この点に関する先行研究は見出せないが、筆者は
以下の諸点から類推し、今後はマッキニー訳が評価の対象になっていくのではな
いかと考える。
①マッキニーは、漱石の『草枕』訳出後に『心』に取り組んだことからもうかが
えるように、漱石の文体に既に習熟していたと考えられること。近藤やマクレ
ランの『心』翻訳は研究者としての初期の業績であったのに対し、マッキニー
は翻訳者として熟練の域に達してから『心』に挑んだこと。
②マッキニーは日本留学し、その後に英語教師として長年日本に滞在し、日本で
の生活体験も豊かであったこと。
③マッキニーは、出版に際して、出版社指定の査読者との間で訳稿の妥当性を巡
ってやり取りを幾度も繰り返しており、訳文の表現は英語話者に受け入れられ
たものに仕上がっていること。
　もちろん、米国籍のマクレランとオーストラリア国籍のマッキニーでは、英語
の文体が異なる。前者がアメリカ英語であるのに対し、後者はイギリス英語を基
調としている。また、マクレラン訳の出版から半世紀を経て出版されたマッキニ
ー訳には、半世紀に及ぶ英語文化圏における日本研究の蓄積が活かされている点
も明らかであろう。
7. 結　語
　本稿では、夏目漱石『心』の日本語原文と英訳との対照を部分的に試みた。近
藤、マクレラン、マッキニーはそれぞれの時代の翻訳者として最高の知性を持つ
存在である。3種の英訳題名はすべてKokoroであり、senseiという単語も訳され
ずに使用されている点において共通してはいるものの、訳文における影響関係は
ないとみてよい。注釈は、日本文化が極めて少数の英語圏読者にしか知られてい
なかった時代の近藤訳では事物の説明に終始したのに対して、マクレラン、マッ
キニーと時代が下るにつれて本文の解釈を補助する内容へと深まってきた。文章
の完成度ではマッキニー訳がより練り上げられており、今後は広く読まれる可能
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性があるだろう。その意味では、『心』の英訳は時代の変遷と共に進化している
のである。
　また、マッキニーの新訳は出版社から求められたものだ、と筆者は直接訳者か
ら聞いている。マクレラン訳が時代の変化に伴って古くなりつつある状況を感じ
取った出版社側の判断は鋭い。
　日本文化は英語圏で徐々に知られてきているが、日本文化に理解のある読者に
より精確な知識を提供しようとするマッキニー訳の註釈は、先行訳の注釈よりさ
らに詳細になっている。また、日本国内の研究成果をも取り入れている状況から
は、現代の翻訳者が日本研究に大きな役割を果たしている様子を如実にうかがう
こともできるのである。
